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町
の
「
山
村
留
学
」
も
紹
介

町
の
「
山
村
留
学
」
も
紹
介

学
校
ぐ
る
み
で
節
約
の
徹
底

学
校
ぐ
る
み
で
節
約
の
徹
底

回
の
視
察
先
の
ひ
と
つ

は
、
省
エ
ネ
実
践
活
動

を
学
校
で
展
開
し
て
い
る
新

北
市
の
私
立
「
金
陵
女
子
高

級
中
学
」
で
す
。

　

校
門
を
く
ぐ
る
と
理
事
長
、

校
長
を
は
じ
め
生
徒
の
皆
さ

ん
か
ら
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、

万
国
旗
を
飾
り
つ
け
し
た
会

議
室
へ
と
案
内
さ
れ
着
席
。

始
め
に
、
第
二
外
国
語
と
し

て
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
生

徒
か
ら
上
手
な
日
本
語
で
歓

迎
の
挨
拶
と
心
に
響
く
合
唱

の
お
も
て
な
し
が
あ
り
ま
し

た
。

　

校
長
の
学
校
概
要
説
明
が

あ
っ
た
後
、
中
崎
議
長
か

ら
「
東
日
本
大
震
災
で
台
湾

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

大
き
な
支
援
に
感
謝
し
ま
す
。

ま
た
、
葛
巻
町
に
あ
る
小
さ

な
高
校
で
は
、
全
国
、
世
界

か
ら
留
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
町
の
施
設
な
ど
に

宿
泊
し
て
ミ
ル
ク
や
ワ
イ
ン
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
勉

強
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

学
校
か
ら
も
ぜ
ひ
葛
巻
高
校

に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
紹
介

を
含
め
お
礼
の
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

日本語の歌で大歓迎された議員

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は

11
月
18
日
か
ら
11
月
22
日
ま
で
の
4
泊
5
日
で
、
台
湾

の
研
修
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
岩
手
県
が
進
め
る
花
巻
空
港
定
期

便
就
航
に
向
け
た
「
台
湾
と
の
秋
季
チ
ャ
ー
タ
ー
便
」

の
利
用
促
進
に
賛
同
し
た
も
の
。
台
湾
か
ら
葛
巻
町
へ

の
誘
客
活
動
を
行
う
と
と
も
に
台
湾
が
進
め
る
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
や
文
化
活

動
を
視
察
し
、
今
後
の
交
流
に
大
き
な
期
待
が
持
て
る

研
修
に
な
り
ま
し
た
。

○ 主な視察先 ○

■省エネルギーの取り組み･･･
金
きん

陵
りょう

女子高級中学
■葛巻町への誘客活動･･･
台湾観光・旅行業者との懇談
　一

いっ

滴
てき

水
すい

記念館
■日本人先人の業績･･･
　烏

う

山
さん

頭
とう

ダム　台湾製糖博物館
　台湾鉄道集

しゅう

集
しゅう

線　台湾新幹線
　台湾総督府
■台湾文化･･･
　日

にち

月
げつ

潭
たん

国家風景区　
　国立故宮博物院　忠

ちゅう

烈
れつ

祠
し

～「金陵女子高級中学」の省エネの取り組み ～
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日本語を学ぶ生徒と教職員、議員一行

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
説
明
で

は
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
通
訳
を
交
え
て
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
中
学
は
、
台
湾
最
初
の

学
校
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
導
入

施
設
で
、
台
湾
政
府
が
そ
の

省
エ
ネ
成
果
を
期
待
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
の
目
的

は
、
省
エ
ネ
意
識
と
安
全
確

保
の
向
上
、
そ
し
て
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
抑
制
強
化

で
、
人
が
使
う
と
こ
ろ
は
明

る
く
、
い
な
い
と
こ
ろ
は
消

す
と
い
う
原
則
の
も
と
、
ゆ

く
ゆ
く
は
各
家
庭
ま
で
普
及

推
進
し
た
い
と
の
説
明
。

　

校
内
２
千
本
の
蛍
光
灯
照

明
は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
自

動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
年

間
の
省
エ
ネ
数
値
化
を
図
り

節
約
の
徹
底
を
学
校
ぐ
る
み

で
実
施
。
こ
の
よ
う
な
中
で

も
特
に
女
子
生
徒
の
安
全
確

保
と
学
校
保
全
に
は
不
安
が

生
じ
な
い
よ
う
万
全
の
対
策

を
講
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
を
把

握
し
、
情
報
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
自
動
記
録
管
理
方

式
を
採
用
。
こ
の
省
エ
ネ
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
60
％
以
上
の

節
約
と
二
酸
化
炭
素
排
出
量

は
93
ト
ン
に
抑
え
ら
れ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
場
視
察
で
は
、
教
室
、

ト
イ
レ
、
地
下
駐
車
場
な
ど

の
校
内
省
エ
ネ
ス
テ
ム
を
見

学
。
最
後
に
視
察
交
流
を
記

念
し
、
出
席
し
た
学
校
関
係

者
、
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
写
真
に
収
ま
り
学
校
を
後

に
し
ま
し
た
。

体育の授業中に笑顔で迎えてくれた中学生

花巻空港港港港港港港港

中中中中国

行き
約４時間

帰り
約３時間半半

日本

今

省
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台湾台湾 視察  視察 
～ 葛巻町への誘客活動・日本人先人の業績と台湾文化 ～

「行くなら岩手・葛巻」「行くなら岩手・葛巻」
葛巻町への誘客活動葛巻町への誘客活動

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
紹
介

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
紹
介

旅
行
・
観
光
関
係
者
と
交
流

旅
行
・
観
光
関
係
者
と
交
流

台
湾
の
近
代
化
に
寄
与

台
湾
の
近
代
化
に
寄
与

多
く
の
台
湾
文
化
を
経
験

多
く
の
台
湾
文
化
を
経
験

回
の
視
察
で
最
も
力
を

入
れ
た
ひ
と
つ
は
、
台

湾
の
旅
行
や
観
光
関
係
者
と

の
意
見
交
換
会
で
す
。

　

台
北
市
に
あ
る
大
手
旅
行

業
者
や
日
本
か
ら
現
地
に
赴

い
て
い
る
台
湾
支
店
の
職
員

な
ど
８
人
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
満
議
員
と
山
岸
は
る

美
議
員
が
葛
巻
町
の
取
り
組

み
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。

「
ミ
ル
ク
も
ワ
イ
ン
も
あ
れ

ば
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
あ
る
葛
巻
に
ど
う
ぞ
い

ら
っ
し
や
い
」
と
締
め
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
假
日
旅
行
社
股

份
有
限
公
司
の
王
振
銘
理
事

長
は
「
台
湾
か
ら
の
旅
行
者

は
、
中
国
に
次
い
で
日
本
が

２
番
目
に
多
い
。
行
く
な
ら

日
本
」
と
人
気
の
高
さ
を
紹

介
。
交
換
会
を
企
画
運
営
し

た
日
盟
国
際
商
務
有
限
公
司

の
黄
玉
雲
さ
ん
も
「
多
く
の

観
光
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
る
葛
巻
町
へ
案
内
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
声

高
ら
か
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
日
本

語
も
う
ま
く
、
気

軽
に
会
話
も
は
ず

み
、
岩
手
と
台
湾
、

葛
巻
町
と
台
湾
の

交
流
が
始
ま
る
こ

と
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

台湾の関係者に葛巻町を
紹介する鈴木・山岸両議員

水
区
和
平
公
園
内
に
あ

る
「
一
滴
水
記
念
館
」

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
福
井
県
大

飯
町
に
１
９
１
５
年
に
文
豪

「
水
上
勉
」
の
父
・
覚
治
が
棟

梁
と
し
て
自
ら
建
築
し
た
木

造
の
古
民
家
を
移
築
し
た
も

の
で
す
。　

　

阪
神
大
震
災
と
台
湾
の
９

２
１
震
災
の
大
地
震
を
き
っ

か
け
に
、
台
湾
と
日
本
の
約

５
０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
助
け
を
借
り
、
５
年
の

歳
月
を
か
け
て
完
全
移
築
さ

れ
た
施
設
で
す
。
台
湾
と
日

本
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
施
設

で
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
台
湾
の
皆

さ
ん
が
大
勢
集
ま
っ
て
い
た

中
、
館
長
か
ら
の
要
請
で
、

急
き
ょ
中
崎
議
長
が
本
町
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

り
組
み
を
説
明
す
る
こ
と
に
。

多
く
の
質
問
が
出
る
な
ど
深

い
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
交
流
が
期
待
さ
れ

る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

日本から移築された古民家「一滴水記念館」

日
の
台
湾
の
近
代
化
に

つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な

基
盤
の
整
備
に
、
日
本
人
の

活
躍
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
研
修
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
人
は
八は

っ

田た

與よ

一い
ち

技

師
で
す
。

　

八
田
技
師
は
、
台
湾
の
日

本
統
治
時
代
の
１
９
２
０
年

か
ら
10
年
の
歳
月
を
か
け
て

東
ア
ジ
ア
最
大
の
烏
山
頭
ダ

ム
を
建
設
し
ま
し
た
。
嘉
南

平
野
約
60
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
広
大
な
大
地
を
、
台
湾

最
大
の
穀
倉
地
帯
に
変
え
た

の
で
す
。
56
歳
で
亡
く
な
る

ま
で
ほ
ぼ
全
生
涯
を
台
湾
の

た
め
に
尽
く
し
た
こ
と
で
、

最
も
知
ら
れ
る
日
本
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

台
湾
製
糖
博
物
館
も
日
本

人
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
も

の
で
し
た
。

　

台
湾
の
製
糖
発
展
に
功
績

の
あ
る
台
湾
総
督
府
臨
時
糖

務
局
長
で
あ
っ
た
新
渡
戸
稲

造
の
業
績
を
紹
介
し
て
い
る

博
物
館
を
視
察
。
新
渡
戸
稲

造
は
、
同
じ
岩
手
県
出
身
の

台
湾
総
督
府
の
後
藤
新
平
民

生
長
官
か
ら
招
か
れ
、
製
糖

指
導
に
よ
り
砂
糖
を
台
湾
の

最
重
要
輸
出
商
品
に
ま
で
成

長
さ
せ
た
人
で
す
。

湾
研
修
で
は
こ
の
ほ
か

に
、
日
本
の
新
幹
線
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
て
２
０
０

７
年
に
完
成
し
た
台
湾
高
速

鉄
道
や
世
界
４
大
博
物
館
の

ひ
と
つ
故
宮
博
物
院
な
ど
多

く
の
台
湾
文
化
に
触
れ
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

大きなビルが林立する台北市中心街。奥は
台湾で一番の高層ビル101。

選挙の大型ポスターや通勤
のバイクで賑わう台中市内

研修を終えて
　朝ホテルから眺める街
並みは近代ビルが林立し、
大都会の様相。街中のビ
ルや道路沿いに大きな人
物写真が、ところ狭しと
豪快に掲げられていまし
た。11月29日投票の市
長、市議会委員など２万
人を選ぶ全国統一地方選
挙のポスターと聞き、こ
れにはビックリ唖然とし
ました。
　金陵女子中学の視察で
は、省エネの取り組みに
より地球温暖化対策をさ
らに後押しできることが
確認できました。
　台湾は、東日本大震災
の義援金も200億円以上
で世界一の支援国です。
それらは台湾の近代化に
貢献した日本人、さらに
は岩手県人の心血が注が
れた証であったからこそ
と思えてなりません。

　議会は、この研修を契
機に今後ますます花巻空
港の定期便就航と岩手と
台湾、台湾と葛巻の交流
が実現するよう取り組ん
でまいります。

今

淡

今

台

忠
ちゅう

烈
れつ

祠
し


